
研究特集【母から子へと受け継がれるクリスパタス菌】 

母から子へと受け継がれるクリスパタス菌を補う 

近年、花粉症や卵アレルギーを発症する人が増えています。これらア
レルギーの発症原因として、栄養バランスの偏った食事や抗生物質の
多用による腸内のクリスパタス菌の減少が考えられます。 
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 クリスパタス菌 (Lactobacillus crispatus) は、哺乳類の消化管や口腔内に常在する乳酸菌
の一種です。さらに、クリスパタス菌は健康な妊婦の膣内の優勢乳酸菌であり (図１)、これら
は通常分娩の出産において新生児の消化管に移行し、速やかに腸内細菌叢を形成すると考えら
れています(Matsumiyaら. J Infect Chemother誌 8, 43-49, 2002)。 
 一方、帝王切開で誕生した子供は、通常分娩で誕生した場合と比較して、感染症やアレル
ギーの発症リスクが高まることが知られています (図2)。これは、帝王切開分娩では膣内優勢
細菌であるクリスパタス菌の母子間伝播が成立しないことに起因すると考えられます。つまり、
母から子へと受け継がれるクリスパタス菌は、子供の感染症やアレルギー発症リスクを低減す
ると考えられます。 
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図１. 健康な妊婦の膣内の乳酸菌割合  
Kissら. BJOG誌, 114,1402-1407（2007) Roduitら. Thorax誌, 64, 107-113 (2009) 

図2. 8歳の子供の喘息罹患率 
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腸内から居なくなってしまったクリスパ
タス菌は、自分で増えることができませ
ん。クリスパタス菌を含むサプリメント
を摂取することで、腸内で減ってしまっ
たクリスパタス菌を補ってあげることが
健康を維持する上で重要だと考えられま
す。 


